
産科セミオープンシステムとは 

「妊婦健診は通院が便利な近所の診療所や地域の病院で、お産は設備が整った分娩施設で」を

コンセプトにつくられたシステムです。産科セミオープンシステムでは、当院から分娩施設に紹介

する場合と、 分娩施設から当院に紹介する場合があります。 現在のところ下記の６病院が分娩

施設となっております。 

●当院から分娩施設へ紹介する場合 

当院で最初に妊娠診断を受けたらはじめに「共通診療ノート」を発行します。 この共通診療ノートを持

参し、妊婦健診初期（10～12週）に分娩を希望される病院を受診し、 分娩の予約をしていただきます。 

その後、妊娠 20週ごろに分娩施設で妊婦健診を受けていただく以外は、33週ごろまで当院にて妊婦

健診を行います。 その間、共通診療ノートにより妊婦の皆様に関する診療情報を共有し、時間外や緊

急時の対応は分娩施設で行います。 34週以降は分娩の準備のため、分娩施設で妊婦健診を行いま

す。  

●分娩施設から当院に紹介する場合 

最初に分娩施設で妊娠診断を受けた場合もはじめに「共通診療ノート」を発行いたします。 この共通

診療ノートを持参し、妊婦健診初期（12週ころ）に当院を受診し、妊婦健診初期の検査を行います。 そ

の後、妊娠 20週ごろに分娩施設で妊婦健診を受けていただく以外は、33週ごろまで当院にて妊婦健

診を行います。 その間、共通診療ノートにより妊婦の皆様に関する診療情報を共有し、時間外や緊急

時の対応は分娩施設で行います。 34週以降は分娩の準備のため、分娩施設で妊婦健診を行いま

す。  

                         

 

 

 

 

 

■分娩施設 

スズキ記念病院（岩沼市） 


